
　

謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
方
に
は
、
日
頃
か
ら
当
委
員
会
の
活
動
に
ご
理
解

と
ご
支
援
・
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

当
委
員
会
は
、
昨
年
７
月
、
委
員
の
改
選
に
よ
り
、
新

た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
、
担
い
手
へ
の
農
地
の
利
用
集

積
・
集
約
や
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生
防
止
・
解
消
、
新
規

参
入
の
促
進
等
、
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
国
内
の
農
業
情
勢
は
、
令
和
３
年
産
米
概
算

金
価
格
の
大
幅
下
落
、
原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る
燃
料
や

農
業
資
材
の
価
格
上
昇
な
ど
、
農
業
経
営
者
に
深
刻
な
影

響
を
及
ぼ
し
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
、
農
業
を
志
す
新
た
な
担
い
手
の
確
保
や
、

円
滑
な
農
地
の
利
用
集
積
・
集
約
化
の
推
進
を
妨
げ
る
大

き
な
要
因
と
な
る
こ
と
か
ら
、当
委
員
会
と
し
ま
し
て
は
、

関
係
機
関
と
連
携
し
、
引
き
続
き
農
地
利
用
最
適
化
推
進

活
動
に
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
本
市
農
業
の
振
興
発
展
に

一
層
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
実
り
多
き

年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

相
馬
市
農
業
委
員
会

会
長　

前
川　

正
人

年
頭
の
ご
挨
拶

表紙の写真：飯豊地区で行われた稲刈り

第65号
令和４年１月15日発行



　

私
が
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
父
が

農
業
に
従
事
し
て
い
た
た
め
、

背
中
を
追
う
形
で
農
業
を
始
め

ま
し
た
。

　

春
は
田
植
え
・
秋
は
稲
刈
り

の
環
境
で
育
ち
、
祖
父
と
父
が

働
く
姿
を
見
て
き
た
の
で
、
農

業
は
と
て
も
身
近
な
存
在
で

し
た
。

　

大
学
を
卒
業
後
、
一
般
企
業

に
勤
め
ま
し
た
が
、
相
馬
に

帰
っ
て
家
族
で
農
家
の
仕
事
が

し
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な

相
馬
で
農
業
を
始
め
よ
う
と

思
っ
た
き
っ
か
け

　

令
和
元
年
９
月
よ
り
農
業

を
本
格
的
に
開
始
。
市
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
務

め
る
父
・
荒 

徳
吉
さ
ん
の

元
、
日
々
農
作
物
の
栽
培
に

励
み
な
が
ら
、
作
業
の
効
率

化
を
図
る
た
め
、
農
業
用
ド

ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ス
マ
ー

ト
農
業
に
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

り
、
父
の
元
で
農
業
を
開
始
し

ま
し
た
。

　

現
在
は
、
水
稲
、
オ
ク
ラ
、

ト
マ
ト
、
小
松
菜
、
チ
ン
ゲ
ン

菜
等
を
生
産
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
米
粉
の
生
産
と

い
っ
た
農
作
物
の
６
次
化
に
も

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
で
す
。

　

屋
外
で
身
体
を
動
か
し
、
毎

日
美
味
し
い
空
気
を
吸
い
な
が

ら
、
健
康
的
に
仕
事
が
で
き
、

農
作
業
後
の
ご
飯
を
美
味
し
く

食
べ
ら
れ
る
こ
と
が
農
業
の
魅

力
の
一
つ
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
作
物
の
育
つ
過
程
を

間
近
で
観
察
す
る
こ
と
が
で

き
、
自
分
で
育
て
た
作
物
を
自

分
で
食
べ
た
り
、
人
に
美
味
し

い
と
食
べ
て
も
ら
い
喜
ん
で
も

ら
え
る
こ
と
に
と
て
も
や
り
が

い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

農
業
の
魅
力

現
在
の
主
要
産
物
や

　
　
　
　
　
　

今
後
の
展
望

荒　

さ
と
み
さ
ん
（
北
小
泉
）

新
規
就
農
者
の
ご
紹
介

左：荒 徳吉さん　右：荒 さとみさん



　

農
業
を
始
め
た
ば
か
り
の
こ

ろ
は
、
農
作
業
に
必
要
と
な
る

体
力
を
付
け
る
こ
と
、
農
業
に

対
す
る
専
門
的
な
知
識
や
農

業
用
機
械
の
操
作
方
法
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
特
に
大
変
で

し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
天
候
状
況
に
よ

り
農
作
業
が
自
分
の
思
う
よ
う

に
進
め
ら
れ
な
い
こ
と
も
多

く
、
改
め
て
農
業
と
自
然
は
密

接
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
体
感

し
ま
し
た
。

　

農
業
用
機
械
の
運
転
や
草
刈

り
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
目
に

見
え
る
形
で
上
達
が
実
感
で
き

た
こ
と
が
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

ま
た
、
農
業
を
通
じ
て
新
た

な
人
間
関
係
を
築
く
こ
と
が
で

き
、
地
域
で
生
業
を
営
む
身
と

し
て
、
こ
う
し
た
繋
が
り
は
と

て
も
貴
重
な
財
産
で
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

就
農
し
て
み
て

　
　

特
に
大
変
だ
っ
た
こ
と

農
業
を
し
て
い
て

　
　
　
　
　

良
か
っ
た
こ
と

　

実
際
に
就
農
し
て
み
て
、
農

業
に
は
自
然
の
恵
み
と
厳
し
さ

の
両
面
の
特
性
が
あ
る
こ
と
を

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
毎
日

の
仕
事
の
中
で
新
た
な
発
見
が

で
き
る
こ
と
に
喜
び
を
感
じ
て

い
ま
す
。

　

本
記
事
を
読
ん
で
い
た
だ
い

た
方
々
に
は
、様
々
な
天
災
や
、

日
々
目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る

社
会
情
勢
に
も
め
げ
ず
、
相
馬

市
で
農
業
を
頑
張
っ
て
い
る
農

家
が
た
く
さ
ん
い
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
嬉
し
く

思
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
考
え
方
を
大
切

に
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
、
暮

ら
し
て
い
る
そ
の
土
地
で
作
ら

れ
た
も
の
が
身
体
に
良
い
も
の

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
相

馬
市
産
で
あ
る
私
た
ち
の
作
物

を
地
元
の
方
々
に
た
く
さ
ん
食

べ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て

い
き
た
い
で
す
。

　

今
後
は
、
相
馬
市
内
で
生
産

販
売
を
し
て
い
る
農
家
を
よ
り

多
く
の
方
々
に
周
知
で
き
る
よ

う
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
Ｐ
Ｒ

活
動
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

で
す
。

　

ま
た
、
水
稲
の
ほ
か
、
野
菜

や
花
卉
の
栽
培
に
も
挑
戦
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

紙
面
を
通
し
て
伝
え
た
い
こ
と

今
後
の
抱
負



検　索

http://www.nounen.go. jp

農業者年金 索

○ 支払った保険料は全額社会保険料控除の
対象となり、所得税・住民税の節税につな
がります。

○ 自分が積立てた保険料と運用実績により将
来の受け取る年金額が決まる「積立方式
（確定拠出型）」年金です。

○ 将来受け取る農業者年金についても、公的
年金等控除が適用となります。

○ 加入者や受給者数に左右されにくい仕組み
となっています。

節税効果が大きい節税効果が大きい 少子高齢化時代に強い少子高齢化時代に強い

○年金は生涯受給することができます。 ○ 将来必要とする年金額や現在の財政状況に
応じて、保険料を月額１万円から６万７千
円まで、千円単位で選択できます。

相馬市農業委員会においても、農業者年金に関する
相談を随時受け付けています。お気軽にご連絡下さい。

より詳しい内容が知りたい方は「独立行政法人農業
者年金基金」のホームページへアクセスください。

相馬市農業委員会　☎０２４４－３７－２１９０

○ 万一加入者・受給者が８０歳前に亡くなっ
た場合、８０歳までに受け取れるはずだった
年金額が、遺族に死亡一時金として支給さ
れます。（全額非課税）

○ 加入途中での掛け金の見直しはいつでも
可能です。

終身年金。８終身年金。８０歳までの保証付歳までの保証付 保険料の額を自由に選べる保険料の額を自由に選べる

○ 一定の要件（認定農家、青色申告、家族経
営協定を結んだ配偶者や後継者等）を満た
した意欲ある担い手には国から最大月額
１万円の保険料補助があります。

○ 国庫補助を受ける場合の保険料は月額２万
円に固定されます。

保険料の国庫補助制度あり保険料の国庫補助制度あり
※要件があります

※通常加入の場合

節税効果が大きい

しっかり積み立て、がっちりサポート、安心で豊かな老後を。

少子高齢化時代に強い

終身年金。８０歳までの保証付 保険料の額を自由に選べる

保険料の国庫補助制度あり

農業者年金の

３つの要件を全て満たせばどなたでも加入できます。

年間６０日以上
農業に従事 ６０歳

未　満

国民年金
第１号
被保険者

※保険料納付免除
　者を除く

特徴 メリットと

農業者年金



　相馬市農業委員会では、令和３年８月より安定的な農業
経営の実現と更なる農地等の利用最適化推進に向けた施策
の改善のため、協議を重ねてまいりました。
　令和３年度の農地等利用最適化推進施策に関する意見書
として、農業を取り巻く喫緊の課題を以下の５項目に取
りまとめ、市に対して、１１月１６日、提出しました。
　今後、市より本意見書に対する回答が提出され次第、
農業委員会のホームページで公表いたします。 写真：意見書を阿部副市長（左）へ

　　　手渡す前川会長（右）

令和３年度　農地利用最適化推進施策に関する意見書の提出

農業委員会からの意見書の骨子

◆相馬市農業委員会　☎ 0244－37－2190
農地に関する相談（斡旋、賃借や売買など）

◆相馬市農林水産課　☎ 0244－37－2147
青年等就農計画及び農業経営改善計画について

◆ＪＡふくしま未来相馬地区本部農業振興課

種苗購入費補助、主食用米促進支援、農業法人設立支援、
ハウス等資材費補助等について

新規就農のご相談は、そうま地区新規就農支援チームへ
そうま地区新規就農支援チームでは、『農業を始めたい』あなたをサポートし、
新規就農へ向けて一緒に考え、応援していきます。ぜひ一度ご相談ください。

◆相双農林事務所　農業振興普及部　☎ 0244－26－1150
農業についての技術や経営に関する知識の習得支援、
農業用機械の取得や生活支援に係る補助制度について

１．耕作放棄地の発生防止・解消策について
①農地の適正管理に対するＰＲ策
　市において、耕作放棄地の発生防止、解消に
向けて、農地の適正管理に対するＰＲ策を講じ
る等、農業委員会と一体となった取り組みをお
願いしたい。
②耕作放棄地解消に対する支援策
　市内全域を対象に、地域で草刈りや耕うん作
業等を実施する際の燃料代助成や、景観作物を
植える際の種子代や肥料代助成等、市独自の支
援策を検討していただきたい。

３．担い手の育成・支援について
①法人化の推進、担い手の育成確保対策
　新たな担い手確保のため、ソフト面を含めた、
法人設立への支援策や、農業法人を市外から誘
致する等、担い手の育成、確保策を講じていた
だきたい。
②小規模経営等多様な担い手に対する支援対策
　小規模ながらも、長期間の営農継続が可能と
思われる意欲ある農家に対し、農業用施設や機
械の導入、更新等を支援する助成制度を創設し
ていただきたい。

２．有害鳥獣捕獲体制の強化について
①有害鳥獣捕獲体制の強化
　狩猟免許取得のための講習会の開催や、免許
取得費用の助成、猟銃購入費の助成等、捕獲体
制の強化を図っていただきたい。
②電気柵助成から
　　ワイヤーメッシュ（金網）柵助成への転換
　年次計画で市内をエリア指定し、電気柵の助
成枠（予算）をワイヤーメッシュ柵を設置する
ための費用に充てる等、集落・地域ぐるみでの
ワイヤーメッシュ柵による進入防止対策への転
換をお願いしたい。

４．農業生産基盤の整備について
　農地中間管理機構関連農地整備事業等、所有
者の費用負担のない形での事業実施に向け、国
や県へ働きかけるとともに、地元から事業実施
の要望があった際は、土地改良区等と連携し、
関係者の合意が得られるよう積極的な働きかけ
をお願いしたい。

５．スマート農業の推進について
　市において、ＩＣＴや農業用ドローン等を活用
したスマート農業に関する情報の発信や、農業
用ドローン技能認定のための講習費用、機器購
入に対する支援策の検討等、スマート農業の推
進に向けた積極的取り組みをお願いしたい。

☎0244－67－2702



　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
本

年
が
良
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
猛
威
を
振
る
っ
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
り
、

多
く
の
国
民
が
厳
し
い
生
活
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
。
本
年
も
油
断
す
る
こ
と
な

く
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、
健
康
に
気

を
付
け
、
農
業
委
員
と
し
て
相
馬
市
の

農
業
発
展
に
寄
与
で
き
る
よ
う
励
ん
で

ま
い
り
ま
す
。　
　
　
　
　
　
（
三
國
）

農業委員会だより編集委員
左：三國　実加委員　　右：坂本　雄司委員

中央：後藤　義昭委員長

農業委員会総会日程・申請書の締切日・農地を転用したい
・農地を売買したい
・農地を贈与したい
・田を畑にしたい
・農業委員会を通して農地を貸借したい
・ 農用地区域外の荒廃農地を地目変更するために
非農地であると証明してほしい 日程は変更になる場合がありますので、

ホームページ等であわせて確認下さい。

　

令
和
３
年
11
月
11
日
、
福
島
市
パ

ル
セ
い
い
ざ
か
に
て
開
催
さ
れ
た
福

島
県
下
農
業
委
員
会
大
会
に
お
い

て
、
第
38
回
農
業
委
員
会
情
報
誌
コ

ン
ク
ー
ル
表
彰
が
行
わ
れ
、
相
馬
市

農
業
委
員
会
だ
よ
り
第
63
号
が
優
良

賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
相
馬
市
農
業
委
員
会

が
『
全
国
農
業
新
聞
普
及
優
良
農
業

委
員
会
』と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

県
農
業
会
議
主
催

情
報
誌
コ
ン
ク
ー
ル
に
て

優
良
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

編
集
委
員
長　

後
藤　

義
昭 

委　

員　

坂
本　

雄
司

委　

員　

三
國　

実
加

総会日程 申請書締切
２月１０日 １月１８日
３月１４日 ２月１７日
４月１２日 ３月１８日
５月１３日 ４月１８日

農業委員会からのお知らせ農地に関するお手続き・ご相談は農業委員会へ

鈴
木　
守
氏
が

農
業
功
労
者
知
事
表
彰

を
受
賞
し
ま
し
た左：鈴木　守氏

右：阿部　勝弘　副市長 

　

平
成
14
年
か
ら
、
16
年
間
に
わ

た
り
相
馬
市
農
業
委
員
（
う
ち
６

年
間
を
農
業
委
員
会
会
長
）
と
し

て
、
農
家
の
指
導
育
成
と
関
係
団

体
の
発
展
に
尽
力
し
、
相
馬
市

の
農
業
の
発
展
振
興
に
寄
与
し

た
鈴
木　
守
氏
（
以
下
、
鈴
木
氏
）

が
令
和
３
年
10
月
21
日
、
福
島
市

杉
妻
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
表
彰

式
に
お
い
て
、
農
業
功
労
者
知
事

表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

ま
た
同
日
、
鈴
木
氏
は
相
馬
市

役
所
を
訪
れ
、
阿
部
副
市
長
に
対

し
、受
賞
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

■編集・発行
相馬市農業委員会
相馬市中村字北町６３－３
☎０２４４－３７－２１９０

３

全国農業新聞は農業委員会ネットワー
クが発行する週刊の農業総合専門誌で
す。お申込は農業委員会までどうぞ。

農家の思いを伝え農業・農村の

「未来」をともに考えます。

月４回

金曜日発行

月額７００円


